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Agenda 

 ＷＧ２について 

 

 昨年度の活動について 
 

 昨年度の振り返り 
 

 今年のテーマ選定 

 

 各テーマの活動状況の紹介 

 

 今後の予定＆まとめ 
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ＷＧ２について 
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WG2（設計運用WG）の概要 

 昨年度のWG2（設計運用WG）の概要 

活動方針 
 他DBMSと比べた際のPostgreSQL                    
の優位点や注意事項を明確化する。 

 実システムを更改する場合の                       
検討項目・手順を作成する。 

 

 

 今年度のWG2（移行WG）の概要 

 活動方針 
 昨年度に引き続き、既存ＤＢＭＳシステムの移行に関する課題解決
を目的としたドキュメントを作成する。 

 
4 

性能 性能評価手法、性能向上手法、チューニ
ングなど 

可用性 高可用クラスタ、BCP 

保守性 保守サポート、トレーサビリティ 

運用性 監視運用、バックアップ運用 

セキュリティ 監査 

互換性 データ、スキーマ、SQL、ストアドプロシー
ジャの互換性 

接続性 他ソフトウェアとの連携 

ＰＧＥＣｏｎｓにおける課題領域 
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昨年度の活動について 
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昨年度の活動について 

6 

 テーマとして                         
「異種DBMSからPostgreSQLへの移行」          
と題して異種DBMSからPostgreSQLへの移行を検討
する際に留意すべき事項や、難易度判断、調査方法
といったガイドラインの提唱を活動目標としました。 

 

 約８カ月の活動として移行作業に関する１１テーマを
選定し参加各社で分担し２００ページを超える文書と
してまとめることが出来ました。 
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昨年度の活動について 

番号 テーマ 

1 DB移行フレームワーク 

2 アプリケーションに関する差分調査 

3 SQL差分調査 

4 ストアドプロシージャの差分調査 

5 組み込み関数の差分調査 

6 スキーマの差分調査 

7 データの移行に伴う差分調査 

8 異種 DBMS と PostgreSQL の連携 

9 運用設計（実施せず） 

10 システム構成 

11 試験項目（実施せず） 

12 チューニング（実施せず） 

13 AP移行トライアル 

14 DB移行トライアル 

7 

 昨年度の調査項目一覧 
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昨年度の活動について 

8 

 「2012年度WG2活動成果報告書」として、 
PGEConsサイトに公開しました。 

 https://www.pgecons.org/download_main/ 

 

 活動成果報告書は                                 
10月22日より冊子として                   
SRA OSS様より販売を開始                
しています。 
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昨年度の振り返り 
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昨年度の振り返り 

10 

 報告会（東京・大阪）でのアンケート結果（1） 

Q: PostgreSQLをよりミッションクリティカル性の高い  
エンタープライズ領域で 採用するための課題は何だと
お考えですか？（複数回答可） 

順位 東京会場 大阪会場 
１位 高可用性での実績や事例が少ない 高可用性での実績や事例が少ない 

２位 緊急時のサポートを迅速にしてもら
えるかどうか不安 

商用データベースから移行する
ためのノウハウ不足 

３位 商用データベースから移行する
ためのノウハウ不足 

既存アプリケーションの改修が必要 

４位 技術情報や運用、事例の情報が不
足している 

緊急時のサポートを迅速にしてもら
えるかどうか不安 
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昨年度の振り返り 

11 

 報告会（東京・大阪）でのアンケート結果（2） 

Q: PGEConsに何を期待していますか？ 

  またどんな情報を発信してほしいですか？ 

   （複数回答可） 

順位 東京会場 大阪会場 
１位 設計や運用に関する情報 性能や機能の検証結果 

２位 ミッションクリティカルな用途での活用
事例 

他のDBMSとの互換性や相違点、
商用DBからの移行方法 

３位 他のDBMSとの互換性や相違点、
商用DBからの移行方法 

設計や運用に関する情報 

４位 性能や機能の検証結果 高可用性やレプリケーションの技術
情報 
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昨年度の振り返り 

12 

 参加企業の振り返り 

当初１４テーマを考えていたが３テーマが未着手 
 運用設計 

 試験項目 

 チューニング 

対象ＤＢＭＳの拡大 
 Oracle以外のDBMSに対する資料の拡充 

実検証の範囲の拡大 
 実際に移行するケースに近いデータの移行 

SJISからUTF8への移行（マルチバイトデータを含む） 

ラージオブジェクト（LOB） 
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今年のテーマ選定 
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今年のテーマ選定 

14 

 以下のテーマを選定しました 

データ移行差分調査 
 実案件を想定したマルチバイト文字コードや              
ラージオブジェクトに関する調査 

ストアドプロシージャ 
 昨年度作成資料への追加記述 

Oracle PL/SQL以外のプロシージャ言語の調査 

チューニング 
 DB移行におけるフレームワークの検討 

 作業の具体化 

運用 
 統計情報監視の運用の検討 

 バージョンアップに関する手順書作成 
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今年のテーマ選定 

15 

 各テーマの担当会社 

テーマ 担当会社 
データ移行差分調査 （株）アシスト 

NECソフト（株） 
ストアドプロシージャ クオリカ（株） 

（株）インフォメーションクリエーティブ 
日本電信電話（株） 

チューニング NECソフト（株） 
富士通（株） 
（株）富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ 

運用（バージョンアップ） （株）富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ 
日本電信電話（株） 
サイオステクノロジー（株） 
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各テーマの活動状況の紹介 
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（１）データ移行差分調査 
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データ移行差分調査：活動内容 

DBMS移行時のデータ移行に関して問題となり得る 
ポイントについて検討および実機検証を行います。 

 文字コード変換 

 ラージオブジェクトの移行 

18 

異種DBMS 
（文字コード） 

PostgreSQL 
（文字コード） 

文字コード 
変換 

LOB移行 
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データ移行差分調査：活動状況 

19 

文字コード変換・調査範囲検討 

文字コード変換・机上検証 

済 

現在作業中 

実機検証 

LOB移行・机上検証 

実機検証 
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データ移行差分調査：文字コード変換 

データ移行作業を再検討し、前後に選択可能な文字 
コードや、移行中に発生し得る問題点を検討し、問題の
回避方法を提示します。 

PostgreSQL 

文字コード 

文字コード変換のタイミング／ 
方法 

データ抽出方法 データ格納方法 

異種DBMS 

文字コード 

20 
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データ移行差分調査：ラージオブジェクト 

データ移行時に、そのままでは移行できないCLOB、
BLOBデータの移行方法を検討し、実機検証を行います。 

PostgreSQL 

データ抽出方法 データ格納方法 

異種DBMS 

CLOB BLOB BYTEA LOB 

21 
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（２）ストアドプロシージャ 
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ストアードプロシージャ：活動内容 

昨年度に引き続き、ストアドプロシージャ移行についての
調査を行います。 

相違点や機能制限等を洗い出し、難易度や問題点を明
確にしたうえで解決策の提示を目指します。 

23 

移行に関する 
調査検討事項 

異種ＤＢＭＳ 
ストアド 

プロシージャ 

PostgreSQL 
ストアド 

ファンクション 

他言語など 難易度 
機能制限など 
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ストアドプロシージャ：活動状況 

Oracle以外のプロシージャ言語の文法差異の調査 
MS SQLServer 

IBM DB2 

移行の問題点の整理 

解決策の検討 

現在作業中 

24 
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ストアドプロシージャ：活動予定 

プロシージャ言語の変換はできても、実際にはそのまま
移行できる例は少ないと感じています。 

 機能の実装の考え方の違い（例：トランザクション） 

 ベンダー提供プログラム 

などなど 

 

移行を検討するにあたり、ストアドプロシージャに関する
問題点とその解決案を提示したいと考えています。 

25 
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（３）チューニング 
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チューニング：活動内容 

DBMS移行による性能問題への対処方法を検討してい
ます。移行元のシステムにおける性能要件や実態の確
認と、PostgreSQLにおけるチューニングの具体的な作
業の提示を目指しています。 

27 

既存システム 

AP AP 

異種 
DB 

• 既存システム性能 
• 新システム性能要件 

PostgreSQL 
チューニング手法 

 

PostgreSQL 
要件 
抽出 

目標 
達成 
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チューニング：活動状況 

調査対象検討 

チューニング工程検討 

チューニング作業内容検討 

現在作業中 

済 

済 

28 
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チューニング：調査対象 

既存システム 

AP AP 

異種 
DB 

PostgreSQL 

PostgreSQL 

AP AP 

移
行 

SQL文 

DB論理設計 

DB物理設計 

OS/HW 性能要件 

性能・負荷状況 

29 
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チューニング：チューニング作業工程 

DB移行作業における性能チューニングの作業工程を定
義し、各作業項目について検討を行います。 

30 

性能要件／現状確認 

ＤＢ設計（論理・物理） 

ＳＱＬ最適化 

性能測定／最適化 
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チューニング：性能要件確認 

目標とする性能要件を明らかにするため、既存・新シス
テムにおける性能要件や既存RDBMSの処理性能およ
び負荷状況の確認方法を簡単に紹介します。 

31 

AP AP 

異種 
DB 

トランザクション量 

性能情報 
収集 レポート 

既存システム 

レスポンスタイム 
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チューニング：ＤＢ（論理・物理）設計 

PostgreSQLへの移行において、スキーマ定義やインデ
ックスなどの論理設計上の注意点や、メモリ、ディスクの
配置、パラメータなど物理設計上の注意点を検討してい
ます。 

32 

論理設計 物理設計 

AP AP 

DB 
サーバ ストレージ 
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チューニング： SQLの最適化 

SQL文の実行性能を最適化するために必要な作業を挙
げ、各工程について検討します。 

– 性能情報収集（→WG3） 

– 検索プランの確認 

– SQL文のチューニング 

SQLの実行性能を改善するため、一般的なPostgreSQL
の動作の確認および性能改善手法を検討しています。 

– 検索プランの確認方法 

– SQL文の記述変更／アプリケーション変更 

– スキーマ・インデックスの変更 

– パラメータチューニング 

– 内部統計情報の収集／固定／ヒント情報 
33 

性能情報収集 

プラン確認 

チューニング 
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（４）運用（バージョンアップ） 
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PostgreSQLの運用における作業の内、バージョンアップに焦点を
当て、手法および用途の調査を実施しています。 

調査結果を踏まえ、実際にいくつかのバージョンアップ検証も予
定しています。 
（当初予定していた、「統計情報」の調査については、WG3へ移管） 

運用(バージョンアップ)：活動内容 

新規 
PostgreSQL 

既存 
PostgreSQL PostgreSQL 

バージョンアップ手法 

調査・検証 

35 
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調査内容検討 

机上調査 

検証 

済 

現在作業中 

運用(バージョンアップ)：活動内容 

36 
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運用(バージョンアップ)：リリースポリシー 

PostgreSQLのリリースポリシーについて、調査を実施しました。こ
の情報を基に、バージョンアップ手法の用途を「マイナーバージョ
ンアップ」、「メジャーバージョンアップ」の二通りに分類しました。 

e.g）PostgreSQL X.Y.Z 

項番 上記バージョン記号 メジャーバージョン/マイナーバージョン番号 バージョンアップのタイミング 

１ X メジャーバージョン番号 
システムテーブルやデータファイルの構造が変更さ
れた場合。 

２ Y メジャーバージョン番号 
上記メジャーバージョンとの相違点は明確に定義さ
れていません。 

３ Z マイナーバージョン番号 
セキュリティバグやデータ破損の可能性のあるバグ等
が修正された場合。 

37 
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運用(バージョンアップ)：調査概要 

調査を行ったPostgreSQLのバージョンアップ手法は、以下の通り
です。検証後、各手法の使いどころや懸念事項を横断的に評価
する予定です。 

※本ドキュメントでは、バージョンアップ元と先を「既存PostgreSQL」、 
  「新規PostgreSQL」として記載しています。 

 
項番 手法 説明 

マイナー 
バージョンアップ 

メジャー 
バージョンアップ 

１ PostgreSQLの 
バイナリ入れ替え 

データベースクラスタをそのまま残し、
PostgreSQLのバイナリのみ新規バージョンに置き
換える。 

○ × 

２ pg_dumpを用いた 
バージョンアップ 

既存PostgreSQLからpg_dumpで取得した論理
バックアップを、psqlまたはpg_restoreを用いて新
規PostgreSQLにリストアする。 

○ ○ 

３ pg_upgradeを用い
たバージョンアップ 

バージョンアップ用のプログラムである
pg_upgradeを用いて、バージョンアップを行う。
pg_upgradeの以下のモードを検証する。 
1. コピーモードによる移行 
2.リンクモードによる移行 

○ ○ 

４ Slony-Iを用いた 
バージョンアップ 

異なるメジャーバージョン間でも、PostgreSQLの
レプリケーション構成を実現できるSlony-Iを用い
て、バージョンアップを行う。 

○ ○ 

38 
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運用(バージョンアップ)：バイナリ入れ替え 

データベースクラスタを変更せずに、PostgreSQLのバイ
ナリのみを置き換えることでマイナーバージョンアップが
可能です。（下図は作成中の報告書から抜粋） 

 
②新規PostgreSQLをインストール 

①既存PostgreSQLをアンインストール 
(もしくは別ディレクトリに退避) 

39 
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運用(バージョンアップ)：pg_dump 

既存PostgreSQLからpg_dumpで取得した論理バックアップを、
psqlまたはpg_restoreを用いて新規PostgreSQLにリストアする。
（下図は作成中の報告書から抜粋） 
 ①pg_dumpを用いて、既存

PostgreSQLの論理バックアップを
取得 

②pg_restoreを用いて、論理バック
アップを新規PostgreSQLにリストア 

40 
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運用(バージョンアップ)：pg_upgrade 

41 

PostgreSQLのcontribに含まれる、pg_upgradeについて
調査を行いました。 

pg_upgradeの動作モードにはコピーモード、ハードリンク
モードの二通りがあるため、この二つの使いどころの明
確化および、手順を整理した後、検証を行う予定です。 
（下図は作成中の報告書から抜粋） 

コピーモード ハードリンクモード 
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運用(バージョンアップ)：Slony-I 

42 

PostgreSQL向けのレプリケーションソフトウェア「Slony-
I」を利用したバージョンアップ手法を調査中です。 

Slony-IによるレプリケーションはPostgreSQLのメジャー
バージョンが異なっていても動作するため、メジャーバー
ジョンアップへの利用可否を調査しています。 

 

新規 
PostgreSQL 

既存 
PostgreSQL Slony-I Slony-I 

レプリケーション 
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今後の予定＆まとめ 
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今後の予定＆まとめ 

 05-07月 今年度の活動内容の検討 

 08-03月 活動項目の実施 

 03-04月 まとめ作業（結果をドキュメントとして整備） 

44 

項目 05-07月 08-10月 11-01月 02-04月 

作業内容検討 

調査実施 

まとめ 

中間発表 

2013年度の活動スケジュール 
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今後の予定＆まとめ 

45 

 ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬを始めたいが．．． 

何から手をつければよいか？ 

何処を変えればよいか？ 

どんな障壁があるのか？ 

 

これらの不安の一部でも解消できるように！ 
まず一歩を踏み出すための道しるべとして 

私たちの活動がそのお役にたつように 

頑張っていきます 
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PGEConsで一緒に 
活動しませんか？ 
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